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「SPACE TOWN 南種子宣言」式典並びに
宇宙のまち奨学プログラムに関する連携協定締結式

　
９
月
12
日
（
木
）、
役
場
研
修
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

南
種
子
宣

言
」
式
典
並
び
に
宇
宙
の
ま
ち
奨
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
連
携
協
定
締

結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
12
日
、
毛
利
衛
宇
宙
飛
行
士

が
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
に
搭
乗
し
、
宇
宙
に
飛
び

立
っ
た
日
を
記
念
し
て
制
定
し
て
い

る
「
宇
宙
の
日
」
に
、
南
種
子
町

は
、
日
本
の
宇
宙
開
発
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
さ
ら
な

る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組

み
を
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、「
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ 
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

南
種
子
」
を

宣
言
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
小
園

裕
康
町
長
が
宣
言
文
を
読
み
上
げ
、

宣
言
を
記
念
し
て
作
成
し
た
動
画

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
宇
宙
の
ま
ち
奨
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
関
す
る
連
携
協
定
締
結
式

が
行
わ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す

る
南
種
子
町
、
鹿
児
島
相
互
信
用
金

庫
、
賛
同
企
業
を
代
表
し
た
南
種
子

町
商
工
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者

「SPACE TOWN 南種子宣言」式典並びに
宇宙のまち奨学プログラムに関する連携協定締結式

　あなたと宇宙を近くする。
ＳＰＡＣＥ　ＴＯＷＮ　南種子　― 宇宙のまち “ みなみたね ” ―

鉄砲伝来の地としてその歴史を刻んできた種子島。種子島宇宙センターが立地するこ
の南種子町は、新しいものを受け入れ、育み、広げていく力を持っています。
そしてこれからは、宇宙に触れ、学び、共創する場として進化を続けます。

触れる。　　
種子島宇宙センター、種子島宇宙芸術祭など宇宙技術や宇宙芸術に直接触れる機会を作ります。
街中に散りばめられた宇宙エッセンスを発信し、訪れる人々が宇宙に触れる町として観光を強
化します。
学ぶ。　　　 
宇宙留学生のとりくみ、宇宙学校プロジェクトをはじめ、これからの時代を生き抜くための学
びの場がここにはあります。
宇宙知識の学びはもちろん、未知への探求心や宇宙規模の視野を持つことの大切さを学びます。
さらに、町としても宇宙のまち奨学金を通じて学びを応援します。

共創する。　
宇宙観光や宇宙産業の拠点として、新たなパートナーを募集し、共に未来を創造します。
南種子町に魅力を感じた人々が、移住しやすいようサポートを行い、共に新しい町のかたちを
築いていきます。

【宣言文】
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ＳＰＡＣＥ ＴＯＷＮ 南種子　― 宇宙のまち “ みなみたね ” ―

が
、
関
係
者
立
ち
合
い
の
も
と
協
定

書
に
署
名
を
行
い
、
協
定
が
成
立
し

ま
し
た
。

　

宇
宙
の
ま
ち
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
次
世
代
を
担
う
南
種
子
町
の
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
勉
学
に
励

み
、
夢
と
希
望
を
持
ち
、
挑
戦
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
新
し
く
構

築
す
る
奨
学
金
制
度
で
す
。

「SPACE TOWN 南種子」を宣言「SPACE TOWN 南種子」を宣言〈記念動画〉

◆  概要
　南種子町「宇宙のまち」奨学金制度とは、南種子町で育った子どもたちの修学支援および子育て
世代の負担軽減、Ｕターン人材の地域での活躍を支援する施策です。（特定の業種だけでなく、全
ての町民が対象）
　学校等卒業後、地元リーダーとして活躍してほしいとの願いを込めて名づけられた南種子町の新
しい奨学金制度です。また、賛同企業との連携により、賛同企業に就労した場合は、助成金の一部
上乗せがあります。
　具体的には、金融機関から宇宙のまち奨学ローンを借り、返済した場合に、元金相当額について
は卒業後に南種子町に戻って居住している期間分を、利子相当額については全期間分を補填する制
度です。

◆  鹿児島相互信用金庫が創設する「宇宙のまち奨学ローン」
　「宇宙のまち奨学ローン」は、南種子町と協定を結んだ提携先金融機関（鹿児島相互信用金庫南
種子支店）が提供します。
　　　　「宇宙のまち奨学ローン」の毎月の上限額は以下のとおりです。
　　　　　・高校生・・・・・・・・・・・・・・30,000 円／毎月
　　　　　・大学生・専門学校生など・・・・・・50,000 円／毎月
　　　　　・大学医学部など・・・・・・・・・・80,000 円／毎月

※詳しくは、12 月号の広報紙にてお知らせいたします。

◆問い合わせ先　　役場企画課観光経済係　☎２６－１１１１（内線１７３・１７４）

宇宙のまち奨学プログラムについて

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

ＳＰＡＣＥ ＴＯＷＮ 南種子　― 宇宙のまち “ みなみたね ” ―
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行
政
報
告

令
和
６
年
産
早
期
水
稲
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
産
早
期
水
稲
は
、
自
家

食
用
を
含
む
栽
培
戸
数
３
３
５
戸
、

栽
培
面
積
２
４
８・
８
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
水
田
の
約
31
％
に
作
付
さ
れ
、
植

え
付
け
は
平
年
よ
り
早
い
３
月
上
旬

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
は
日
照
時
間
が
平
年
の
56
％

と
少
な
い
状
況
で
、
初
期
生
育
や
分

げ
つ
な
ど
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、

５
月
以
降
天
候
は
平
年
並
み
で
推
移

し
、
生
育
は
持
ち
直
し
ま
し
た
。

　

収
穫
は
平
年
よ
り
早
い
７
月
６
日

か
ら
始
ま
り
、
最
盛
期
は
７
月
13
日

か
ら
７
月
21
日
で
、
米
の
検
査
結
果

は
、
１
等
米
比
率
が
40
・
７
％
と

10
％
以
上
低
下
し
ま
し
た
。
要
因
と

し
て
は
、
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
多

く
、
吸き
ゅ
う
じ
ゅ
う
ひ
が
い

汁
被
害
に
よ
る
斑は
ん
て
ん
ま
い

点
米
が
多

か
っ
た
た
め
で
す
。

　

本
年
産
は
、
生
産
面
で
は
、
品
質

で
平
年
を
下
回
る
状
況
と
な
り
ま
し

た
が
、
価
格
の
面
で
は
、
全
国
的
な

米
不
足
か
ら
、
近
年
に
な
い
高
い
価

格
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
案
件

南
種
子
町
移
住
定
住
促
進
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
「
南
種
子
町
移
住
定
住
促
進
住
宅
整

備
事
業
に
関
す
る
譲
渡
条
件
付
リ
ー

ス
変
更
契
約
」
に
よ
り
、
セ
ト
ル
西
海

を
追
加
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

南
種
子
町
企
業
立
地
促
進
基
金
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
南
種
子
町
企
業
立
地
促
進
条
例
に
基

づ
く
助
成
金
や
本
町
へ
の
企
業
立
地
促

進
、
産
業
振
興
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を

図
る
た
め
の
財
源
を
確
保
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
基
金
を

設
置
す
る
も
の
。

南
種
子
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
等
に
係
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
国
が
定
め
る
介
護
保
険
法
施
行
規
則

及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

南
種
子
町
農
業
者
休
養
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

大
雨
に
よ
り
源
泉
上
部
が
崩
落
し

た
た
め
、
平
山
地
区
生
産
組
合
と
協
議

を
行
い
、
公
衆
浴
場
と
し
て
の
運
営
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、
民
間
事
業

者
へ
無
償
譲
渡
を
行
い
、
地
域
の
要
望

に
沿
っ
た
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
今
回
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

南
種
子
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
国
が
定
め
る
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
改
正
に

よ
る
条
文
修
正
等
の
た
め
，
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

事
件
案
件

南
種
子
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

　

追
加
す
る
事
業
の
本
町
負
担
分
の

財
源
と
し
て
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
を
変
更

す
る
も
の
。

南
種
子
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
別
措
置

等
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
策
定
す
る
も
の
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
小
型
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
・
小
型
タ
イ

令
和
６
年
第
３
回
　
町
議
会
定
例
会

　

令
和
６
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会
が
９
月
５
日
（
木
）
か
ら
13
日
（
金
）
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
行
政
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
令
和
６
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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ヤ
シ
ョ
ベ
ル
と
、
自
走
式
芝
刈
機
の
取

得
を
す
る
も
の
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
消
防
ポ
ン
プ
車
の
取
得
を
す
る
も
の
。

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

被
保
険
者
証
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
同
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
も
の
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

小
型
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
と
自
走
式

散
布
機
の
取
得
を
す
る
も
の
。

予
算
案
件

令
和
６
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　
９
８
４
４
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総

額
70
億
７
８
６
４
万
７
千
円
と
す
る

も
の
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

町
税
、
地
方
特
例
交
付
金
、
基
金
繰
入

金
が
主
な
も
の

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

定
期
予
防
接
種
業
務
委
託
や
道
路
維

持
単
独
補
修
工
事
、
茎
南
小
校
舎
建

設
敷
地
造
成
工
事
に
係
る
費
用
が
主

な
も
の
。

令
和
６
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　

台
風
10
号
接
近
に
伴
い
被
害
を
受

け
た
農
林
水
産
施
設
、
公
共
土
木
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
、
そ
の
他
公
共

施
設
の
修
繕
に
係
る
費
用
が
主
な
も

の
で
、
８
０
１
０
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
71
億
５
８
７
５
万
３
千
円

と
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
保
険
給
付
費
の
診
療
報
酬
負
担
金
の

減
額
が
主
な
も
の
で
、
４
１
４
万
円
を
減

額
し
、７
億
９
３
８
６
万
円
と
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
前
年
度
介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金
返

納
金
が
主
な
も
の
で
、
３
６
２
１
万
５
千

円
を
追
加
し
、
７
億
４
７
３
２
万
８
千

円
と
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

被
保
険
者
保
険
料
納
付
金
が
主
な

も
の
で
、
２
９
２
万
円
を
追
加
し
、

１
億
６
６
２
万
円
と
す
る
も
の
。

令
和
６
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

水
道
施
設
耐
震
化
事
業
お
よ
び
水

道
施
設
改
良
等
事
業
が
主
な
も
の
で
、

事
業
活
動
に
伴
う
収
益
的
収
入
で

33
万
１
千
円
、
支
出
で
19
万
１
千
円

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
、
ま
た
、
資
本

的
収
入
で
１
１
３
２
万
９
千
円
、
支

出
で
12
万
３
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

す
る
も
の
。決

算
案
件

・
令
和
５
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

南
種
子
町
議
会
で
は
、「
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
と
す
る
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
本
会
議
の
様
子
を
録

画
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
の
様
子

は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
「
南
種
子
町

役
場
」
よ
り
視
聴
で
き
ま
す
。

議
会
の
録
画
配
信
に
つ
い
て

議
会
の
録
画
配
信
に
つ
い
て

第 1 日目①

第 1 日目②

第 2 日目

最終日
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
宙
太
く
ん
で

は
、
誰
で
も
い
つ
で
も
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
各
教
室
に
加
入
者
の
ご
都
合
が

よ
い
時
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
興
味
、
関
心
や
競
技
レ
ベ
ル
を
問

わ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ

で
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
体
を
動
か

し
、
健
康
な
身
体
作
り
を
し
ま
せ
ん

か
。

　
10
月
以
降
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
会
員
区
分
の
年
会
費
が
半
額
に

な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
宙
太
く
ん
事
務
局

（
役
場
社
会
教
育
課
内
）

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

●
楽
し
い
テ
ニ
ス
教
室

①
毎
週
月
（
初
級
者
向
け
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時
半

　

毎
週
水　

午
前
９
時
半
～
11
時
半

　

毎
週
火
・
木
（
中
学
生
対
象
）

　
　
　
　

午
後
４
時
半
～
６
時

　

毎
週
火
・
木

　
　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時
半

　

毎
週
土
（
中
学
生
対
象
）

　
　
　
　

午
前
８
時
半
～
10
時
半

　

毎
週
土　

午
後
２
時
～
５
時

②
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

③
中
学
生
以
上　

④
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

①
毎
週
火
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　

午
後
８
時
～
10
時

　

毎
週
金
（
小
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　

午
後
８
時
～
10
時

②
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

③
小
学
生
以
上　

④
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

①
毎
週
水　

　
（
小
・
中
学
生
）
午
後
６
時
～
８
時

　
（
高
校
生
以
上
）
午
後
８
時
～
10
時

　

毎
週
日
（
小
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

②
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

③
小
学
生
以
上　

④
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

●
南
種
子
相
撲
教
室

①
毎
週
木　

午
後
５
時
半
～
７
時
半

②
町
営
相
撲
場　

③
小
学
生
以
上

④
特
に
な
し

◆
各
教
室
の
案
内

①
活
動
日
・
時
間　

②
場
所　

③
対
象
者　

④
準
備
す
る
も
の

◆
会
員
区
分

会
員
の
種
類

要　

件

10
月
以
降

会
費

年
会
費

小
学
生
以
上

18
歳
以
下

小
学
生
未
満
は
対
象
外
。

18
歳
は
学
生
に
限
る
。

１
０
０
０
円

２
０
０
０
円

大　
　

人

16
歳
以
上
（
学
生
除
く
）

69
歳
以
下
。

１
５
０
０
円

３
０
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー

親
子

（
同
居
別
居
は
問
わ
な
い
）
３
０
０
０
円

６
０
０
０
円

夫　
　

婦

―

２
５
０
０
円

５
０
０
０
円

70
歳
以
上

―

　

５
０
０
円

１
０
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
宙
太
く
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ま
せ
ん
か

●
ラ
グ
ビ
ー
教
室

①
毎
週
土
（
第
２
土
曜
は
翌
日
曜
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
半

　

第
２
土
曜　

午
後
３
時
半
～
６
時

　

毎
回
最
後
の
30
分
は
大
人
・
経
験
者
向
け

②
前
之
峯
陸
上
競
技
場

③
小
学
生
以
上　

④
特
に
な
し

10
月
以
降
追
加
募
集
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８
月
19
日
（
月
）
町
長
室
に
お
い

て
、
町
と
、
株
式
会
社
リ
ス
ペ
ク
ト

お
よ
び
株
式
会
社
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
と
の
間

で
、
事
業
拡
大
に
伴
う
企
業
立
地
協

定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
社
は
現
在
南
種
子
町
で
事
業
を

展
開
し
て
お
り
、
今
回
更
な
る
事
業

拡
大
を
図
る
た
め
、
協
定
を
締
結
し

た
も
の
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
政
策
推
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３・１
７
４
）

事
業
拡
大
に
伴
う
企
業
立
地
協
定
を
締
結

　
８
月
26
日
（
月
）
町
畜
産
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
町
畜
産
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
肉
用
牛
12
頭
の
出
品
で
、
最
優
秀
賞

に
９
頭
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

黒
木
正
次
さ
ん
（
西
之
）
の
名
号
「
こ

こ
ろ
号
（
第
１
部
１
席
）」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
９
頭

は
、
９
月
４
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た

熊
毛
地
区
畜
産
共
進
会
に
出
品
さ
れ
、

３
頭
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
９
月
６
日
（
金
）
種
子
島
家
畜
市
場

に
お
い
て
、
熊
毛
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
19
頭
の
出
品
が
あ
り
、
月
齢
ご
と
に

８
部
門
に
分
け
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
町
よ
り
、（
有
）
小
脇
牧
場
が

３
頭
出
品
し
、
２
頭
が
最
優
秀
賞
の
１

席
、
１
頭
が
最
優
秀
賞
の
２
席
と
い
う

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
３
頭

は
、
10
月
２
日
（
水
）
に
姶
良
中
央
家

畜
市
場
で
開
催
さ
れ
る
県
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

町
畜
産
共
進
会
・
郡
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
開
催

〈グランドチャンピオン「こころ号」〉

◆
株
式
会
社
リ
ス
ペ
ク
ト

■
所
在
地
：
南
種
子
町
上
中

　
　
　
　
　
（
本
社
：
滋
賀
県
大
津
市
）

■
設　
立
：
平
成
17
年
８
月

■
事
業
概
要
：「
発
酵
食
品
の
製
造
販
売
」

「
健
康
食
品
の
輸
出
」「
海
外
原
料
の
輸

入
」な
ど
。植
物
発
酵
エ
キ
ス
と
し
て「
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
」
を
取
得
し
、
日
本
で

唯
一
有
機
植
物
発
酵
エ
キ
ス
の
製
造
を

行
っ
て
い
る
。
本
町
の
主
要
作
物
で
あ

る
「
サ
ト
ウ
キ
ビ
」
を
使
用
し
た
「
オ
ー

ギ
エ
キ
ス
」
を
製
造
し
、
将
来
は
有
機

黒
糖
を
生
産
し
て
い
く
た
め
、
今
後
更

な
る
事
業
拡
大
を
図
る
。

◆
株
式
会
社
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

■
所
在
地
：
南
種
子
町
平
山

■
設　
立
：
平
成
24
年
10
月

■
事
業
概
要
：「
島
宿
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
」
の
開

業
を
皮
切
り
に
、イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー

ト
専
門
店
「
種
子
島
ジ
ェ
ラ
ー
ト
Ｈ
Ｏ

Ｐ
Ｅ
」「W

orkation Space 

Ｈ
Ｏ

Ｐ
Ｅ
」
美
容
脱
毛
サ
ロ
ン
「
Ｂ
ｉ
Ｂ
ｉ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
」
な
ど
様
々
な

事
業
を
展
開
。
今
回
宿
泊
施
設
に
お
い

て
施
設
の
増
設
を
図
り
、
更
な
る
事
業

拡
大
を
図
る
。

〈第 6 部 1 席　シーサイドヒルレイジャーサクラ RED 号〉
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町
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
、
定
期
接

種
の
対
象
と
な
る
方
に
、新
型
コ
ロ
ナ・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
者
へ
は
予
診

票
な
ど
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
ご
と
に
接
種
開
始

時
期
・
接
種
料
金
・
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

が
異
な
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
医
療
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
全
額
公

費
負
担
の
「
特
例
臨
時
接
種
」
が
終
了

し
、
今
年
度
か
ら
「
定
期
接
種
」
と
し

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
以

外
の
方
も
、
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
が
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
場
合
、

費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
健
康
増
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

【助　成　内　容】

区分 新型コロナ インフルエンザ

助成期間 令和６年 10 月 1 日～
令和７年３月３１日

令和６年 10 月 1 日～
令和７年１月３１日

接種料金（予定）
【公立種子島病院の場合】 14,900 円（１回） 3,500 円（１回）

助成額上限 13,300 円（1 回限り） 2,000 円（1 回限り）

自己負担額（予定）
【公立種子島病院の場合】 1,600 円（1 回） 1,500 円（1 回）

対象者

南種子町に住民票を有し
①接種日に満６５歳以上の方
②接種日に満６０歳～６５歳未満の方で、心臓・腎臓または呼
　吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される
　程度の障害を有する者及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫
　の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

※医療機関では自己負担額をお支払いいただき、助成額は町が医療機関へ支払います。

会
計
課
で
の
「
収
納
及
び
支

払
」
業
務
の
対
応
に
つ
い
て

　

先
月
の
広
報
紙
で
も
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
す
と
お
り
、
住
民
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年

10
月
１
日
よ
り
、
会
計
課
に
お
い
て
、

直
接
「
収
納
及
び
支
払
」
業
務
の
対

応
を
行
い
ま
す
。

◆
取
扱
時
間

【
収
納
】
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

【
支
払
】
午
前
８
時
半
～
午
後
３
時　

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
の
間
も
対
応

い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
通
り
、
町
税
な
ど
は
各
金

融
機
関
窓
口
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
口
座

振
込
時
に
送
付
し
て
お
り
ま
し
た
「
払

込
通
知
書
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郵
便

料
金
の
改
定
に
伴
い
、
令
和
６
年
９
月

末
の
支
払
い
分
を
も
っ
て
、
廃
止
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
納
期
内
納
税
・
口
座
振
替

な
ど
へ
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
会
計
課　
会
計
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
２
０
）
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町
で
は
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
任
意
接
種
に
よ
る

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

　
町
が
定
め
る
接
種
期
間
内
の
接
種
日

に
お
い
て
南
種
子
町
に
住
所
を
有
し
、

生
後
６
ヵ
月
か
ら
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
す
る
者

　
対
象
者
へ
は
、
助
成
券
を
送
付
し
ま

す
。

◆
助
成
対
象
と
な
る
接
種
期
間

　
令
和
６
年
10
月
１
日
～

　
令
和
６
年
12
月
31
日

◆
助
成
額

　
接
種
１
回
に
つ
き
千
円

　
・
12
歳
ま
で　
２
回

　
・
13
歳
以
上　
１
回　

※
接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
、
助
成
券
と
の
差
額
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
助
成
回
数
は
、
１
回
目
の
接
種
を
受

け
た
時
の
年
齢
を
基
準
と
し
ま
す
。

◆
助
成
券
が
利
用
で
き
る
医
療
機
関

・
公
立
種
子
島
病
院

・
と
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
田
上
診
療
所

・
中
種
子
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

・
百
合
砂
診
療
所

◆
そ
の
他

　
右
記
以
外
の
医
療
機
関
に
て
接
種
し

た
際
は
、
役
場
く
ら
し
保
健
課
健
康
増

進
係
で
助
成
金
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
健
康
増
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
!!

　
「
か
ご
し
ま
健
康
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
は
、
県
全
体
で
、

肥
満
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
・
職
域
・
学
校
保
健
が
連
携
・
協

働
し
、
県
民
の
健
康
へ
の
関
心
を
喚

起
し
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
呼
び

か
け
る
普
及
啓
発
活
動
で
す
。
運
動

習
慣
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、
禁

煙
な
ど
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

　

令
和
６
年
度
の
重
点
テ
ー
マ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
「
脳
卒
中
警
報
」
発
令
中
！

　

鹿
児
島
県
の
脳
卒
中
死
亡
率
は
全

国
平
均
の
1.3
倍
で
す
。（
標
準
化
死
亡

比
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
は
全
国
の
１・
１
倍
で

す
。）

◆
ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル
予
防
！

　
　
　

毎
日
の
運
動
と
食
事
か
ら

　

ロ
コ
モ
は
運
動
器
の
障
害
の
た
め

に
移
動
機
能
の
低
下
を
き
た
し
た
状

態
で
す
。
フ
レ
イ
ル
は
、
老
化
に
伴

い
健
康
障
害
に
陥
り
や
す
く
な
っ
た

状
態
で
す
。

◆
息
切
れ
、
せ
き
、
た
ん

　
　
　

ひ
ょ
っ
と
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
？

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
喫
煙
な
ど
に
よ
る
肺

の
慢
性
的
な
炎
症
で
呼
吸
困
難
に
な

る
病
気
で
す
。

◆
透
析
に
な
る
前
に
！
知
っ
て
い
ま

す
か
Ｃ
Ｋ
Ｄ(

慢
性
腎
臓
病)

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
ま

ま
徐
々
に
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
く

病
気
で
す
。
重
症
化
す
る
と
、
人
工

透
析
や
腎
移
植
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
健
康
増
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
３
２
）

毎
年
10
月
は
「
か
ご
し
ま
健
康
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
強
化
月
間
で
す
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町
有
機
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、

10
月
か
ら
３
月
の
期
間
に
開
催
す
る

有
機
農
業
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
体
験

で
き
な
い
農
業
体
験
な
ど
を
通
し
て
、

農
業
の
楽
し
さ
を
学
び
、
普
段
は
会

え
な
い
地
域
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
新
し
い
自

分
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の

お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象　

　
南
種
子
町
内
在
住
の
方

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
費
用　
無
料

◆
活
動
内
容

10
月
下
旬
：
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
、

　
　

  

根
菜
類
な
ど
の
播
種
、
植
付
け

12
月
上
旬
：
根
菜
類
な
ど
の
収
穫
、

　
　
　
　
　
除
草
作
業

１
月
下
旬
：
じ
ゃ
が
い
も
・
人
参
な
ど

　
　
　
　
　
の
収
穫

※
上
記
作
業
は
予
定
で
あ
り
、
作
物

の
生
育
状
況
や
天
候
に
よ
っ
て
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
農
場
の
近
く
に
ト
イ
レ
は
あ
り
ま

　
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
時
間　
基
本
的
に
半
日

◆
集
合
場
所

　
中
央
公
民
館
第
一
会
議
室
前

　
（
ほ
場
ま
で
は
バ
ス
移
動
）

◆
準
備
す
る
物

　
汚
れ
て
も
よ
い
作
業
が
で
き
る
服
装

　
軍
手
、
長
靴
、
水
筒
、
帽
子
、
タ
オ
ル

◆
指
導
者　

　
㈲
か
ご
し
ま
有
機
生
産
組
合

◆
申
し
込
み
方
法

〇
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り

〇
事
務
局
へ
お
電
話
に
て

◆
申
し
込
み
期
限

　
10
月
11
日
（
金
）
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

南
種
子
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会

　
事
務
局
（
役
場
総
合
農
政
課
内
）

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

有
機
農
業
の
体
験
活
動
を
や
っ
て
み
よ
う
！

　
「
誰
も
が
共
に
暮
ら
せ
る
地
域
つ
く

り
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
各
関
係
機

関
と
情
報
の
共
有
を
行
い
、
地
域
の
支

援
体
制
整
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
相
談
支
援
部

会
は
毎
月
開
催
し
、
様
々
な
課
題
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

相
談
支
援
事
業
所
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
の

困
り
ご
と
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

種
子
島
に
は
５
ヵ
所
の
相
談
支
援
事

業
所
が
あ
り
ま
す

・
相
談
支
援
事
業
所
た
ち
ば
な
園

  

☎
㉕
１
１
９
９
（
担
当
：
日
笠
山
）

・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
す
も

  
☎
㉘
３
３
５
０
（
担
当
：
高
木
）

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き　

  

☎
㉗
０
９
０
０
（
担
当
：
原
﨑
）

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ね
い
ろ
24

  

☎
㉗
１
１
５
５
（
担
当
：
木
下
）

・
南
種
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支 

　
援
事
業
所

　
☎
㉖
１
７
０
３
（
担
当
：
名
越
）

【
総
合
的
な
相
談
窓
口
】

・
種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉘
３
６
３
３
（
担
当
：
荒
木
）

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
各
市
町
に
配
置
さ
れ
ま
し
た

　

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
で
困
っ

て
い
た
ら
ま
ず
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

南
種
子
町
→
福
祉
事
務
所

☎
㉖
１
１
１
１
（
保
健
師
：
牧
原
）

　

ど
の
地
域
に
生
ま
れ
て
も
同
じ
よ

う
な
援
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
体

制
つ
く
り
を
し
て
い
く
の
も
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
で
す
。

文
責
：
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ね
い
ろ
24

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下　
康
子

　
　
　
　
（
相
談
支
援
部
会
事
務
局
）

　
　
　
　
☎
㉗
１
１
１
５

専
門
部
会
紹
介

　
　
　
〈
相
談
支
援
部
会
編
〉

　
自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

　
　
☎
㉘
３
６
３
３

申し込み
フォーム
ＱＲコード
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南
種
子
町
で
は
、
専
用
住
宅
の
ト

イ
レ
の
汲
み
取
り
・
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切

り
替
え
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
は
単
独
浄
化
槽
や
汲

み
取
り
と
異
な
り
、
生
活
排
水
全
体

を
浄
化
し
て
放
流
す
る
の
で
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
設
置
す
る
人
槽
に
応
じ
て

次
の
と
お
り
合
併
浄
化
槽
の
設
置
費

用
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
浄
化
槽
人
槽
ご
と
の
補
助
額

処
理
対
象
人
員

補
助
額

（
単
独
・
汲
み
取
り
）

補
助
額

（
新
築
・
新
設
）

５
人
槽

33
万
２
千
円
24
万
９
千
円

６
～
７
人
槽
41
万
４
千
円
31
万
１
千
円

８
～
10
人
槽
54
万
８
千
円
41
万
１
千
円

　

ま
た
、
単
独
浄
化
槽
を
撤
去
し
合

併
浄
化
槽
に
替
え
る
場
合
、
撤
去
費

用
と
し
て
９
万
円
、
宅
内
配
管
費
用

と
し
て
20
万
円
を
上
限
に
上
乗
せ
補

助
を
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
法
定
検
査
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
後
、
浄
化
槽

管
理
者
は
浄
化
槽
の
使
用
に
あ
た
り
、

①
保
守
点
検
、
②
清
掃
、
③
法
定
検

査
の
３
つ
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
③
法
定
検
査
と
は
、

使
用
者
が
適
正
に
使
用
し
て
い
る
か
、

点
検
と
清
掃
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
る
か
を
定
期
検
査
す
る
も
の
で
、

知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る

「（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
」

が
検
査
を
行
い
ま
す
。
業
者
が
行
う

保
守
点
検
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
必

ず
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
法
定
検
査
手
数
料
等

基
本
検
査
【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
】

　

合
併
処
理
浄
化
槽
：
５
千
円

　

単
独
処
理
浄
化
槽
：
４
千
円

　

検
査
頻
度
：
４
年
に
１
回

採
水
員
検
査

　

合
併
・
単
独
処
理
浄
化
槽
：
３
千
円

　

検
査
頻
度
：
４
年
に
３
回

◆
問
い
合
わ
せ
先

・（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

  

☎
０
９
９
（
２
９
６
）
９
０
０
０

・
役
場
く
ら
し
保
健
課　
環
境
衛
生
係

  

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

　

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
で
す
。

　

将
来
の
子
ど
も
た
ち
や
明
日
の
豊

か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
は
、
土
地
の

有
効
利
用
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
土

地
の
有
効
利
用
の
実
現
に
は
、
土
地

施
策
へ
の
国
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
国
で
は
、

毎
年
10
月
を
「
土
地
月
間
」、
10
月
１

日
を
「
土
地
の
日
」
と
定
め
、
土
地

に
関
す
る
基
本
理
念
の
普
及
・
啓
発

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で
き

る
住
み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
た

め
に
、
皆
様
も
土
地
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
規
模
な
土
地
取
引
は

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
出
が
必
要
で
す

届
出
が
必
要
で
す

　

乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を

防
止
す
る
た
め
、
一
定
面
積
以
上
の

大
規
模
な
土
地
取
引
の
契
約
を
し
た

と
き
は
、
権
利
取
得
者
は
２
週
間
以

内
に
市
町
村
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
役
場
企
画

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
南
種
子
町
に
お
け
る
面
積
要
件

●
都
市
計
画
区
域

（
島
間
地
区
、
平
山
地
区
を
除
く
）

・
５
０
０
０
㎡
以
上

●
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

（
島
間
地
区
、
平
山
地
区
）

・
１
０
０
０
０
㎡
以
上

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
企
画
開
発
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
」
の
日
で
す

毎
年
10
月
は
土
地
月
間
で
す



　ふるさと応援寄附を通じて、全国の皆さまから南種子町を応援していただいております。
　全国の皆さまからいただいた寄附金は、本町の魅力あるまちづくりの財源として有効に活用させ
ていただきます。

南種子町ふるさと応援寄附金実績報告について

■令和５年度  ふるさと応援寄附金受入状況
選べる寄附金の使途 件　数 寄　附　額
観光交流事業 1,048 件　 15,273,000 円　
教育・文化に関する事業 826 件　 11,213,000 円　
福祉に関する事業 400 件　 8,375,000 円　
地域社会の実現に向けた街づくりに関する事業 1,103 件　 14,833,000 円　
合計 3,377 件　 49,694,000 円　

■過去の実績
年　度 件　数 金　額

令和元年度 2,999 件　 43,989,442 円　
令和２年度 7,166 件　 97,743,313 円　
令和３年度 9,130 件　 113,307,510 円　
令和４年度 5,148 件　 83,935,000 円　

■インターネットからも申し込みできます！
　南種子町のふるさと納税はインターネットからでも申込できます。（クレジットカードでの決済
ができます。）ぜひ、町外にお住いのご家族・知人・友人に、南種子町のふるさと納税をご紹介く
ださい。寄附をいただいた方には、お礼の品として町の特産品などを進呈します。
※南種子町に在住の方からの寄附については、特産品などの進呈はできません。
インターネットからの申し込みは、次のふるさと納税ポータルサイトから、寄附ができます。
・ふるさとチョイス　・楽天ふるさと納税　・ふるなび　・さとふる
・JAL ふるさと納税　・d ショッピングふるさと納税百選

◆ふるさと納税返礼品提供事業者募集◆
　町では、ふるさと納税（寄附金）制度により南種子町へ寄附をしていただいた町外にお住まいの
寄附者に対し、お礼の意味を込めて商品やサービスを贈呈することにより、本町の魅力発信、地元
特産品の PR、販路拡大による地域経済の活性化を図るため、寄附者への返礼品提供にご協力いた
だける事業者を募集します。
◆返礼品の主な要件
・南種子町の PR につながる商品で、原則、町内で生産・製造されているものであること。
・品質および数量の面において、安定供給が見込めるものであること。
　※ただし、期間限定、数量限定で提供することも可能です。
◆応募要件
・商品の梱包、発送など責任をもって対応が可能である事業者。
・返礼品の受発注などのため、パソコン（インターネットおよびメール）がある事業者。
　※パソコンについては、なくても実施可能ですが、あった方が便利です。
◆募集期間　随時募集しています。
◆返礼品事業者のメリット
　ポータルサイトに、返礼品の画像や事業者名などが掲載されますので、商品の新規販路の開拓・
販売拡大の機会となります。

 ◆問い合わせ先◆　役場企画課政策推進係　☎２６－１１１１（内線１７３・１７４）
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　南種子町では、貴重な文化財である郷土芸能が各地域に伝承されています。しかし、少子化など
の理由で伝承されなくなったものも多く、教育委員会では映像の記録保存に努めています。８ミリ
ビデオやＶＨＳなどの資料でも構いません。一覧表に記載の郷土芸能映像・音声などがご自宅にあ
りましたら、社会教育課文化係までご連絡ください。
　また、民謡の音声テープや昔の道具などの郷土資料についても併せてご連絡ください。

郷土芸能の映像を探しています

■南種子町の郷土芸能映像未収録一覧	
地区 集　落 名　　　　称 地区 集落 名　　　　称

茎永

上之町 安城踊

西之

本村・崎原 山口踊
山口踊 ヤートセー（清佐衛門口説）

中之町
とたか千代女 平野 棒踊
ヤートセー（伝七口説） 石塔踊
棒踊 田代 安城踊

下之町
山口踊 上西目 棒踊
ヤートセー（伝七口説） 盆踊（きのぎの）
ひょうたん踊 中西目 盆踊（たけなが）
棒踊 弁慶踊

西海
立石

安城踊
下西目

安城踊
ヤートセー（清佐衛門口説） 棒踊
笠踊 ナギナタ踊（団七口説）

中之塩屋・大川
安城踊 盆踊（たけなが、きのぎの）
棒踊

砂坂・管造牧

安城踊
ナギナタ踊（団七口説） ナギナタ踊（団七口説）

上中

上野 棒踊 棒踊

上之平
安城踊 手踊（浜の竹崎、ちりん小島、

上のよるね、今年や御新田）ヤートセー（清佐衛門口説）
ナギナタ踊（団七口説） 扇子踊
棒踊 お前はたが子

河内

しんご踊 あがりさし
山口踊 鳥売り
ヤートセー（清佐衛門口説） 馬子踊
棒踊 盆踊（きのぎの）
蚕舞

平山

広田

げんだら
仲西 ナギナタ踊（団七口説） ヤートセー（おくめ口説）

ヤートセー（清佐衛門口説） 盆踊
焼野・新栄町 ナギナタ踊 弥吉シオ女

ヤートセー 西目出し
大宇都 ヤートセー

西之町

安城踊

下中
山神・里

さんご踊 げんだら
棒踊 棒踊
弁慶踊 ナギナタ踊（団七口説）
蚕舞 盆踊

夏田・郡原 安城踊 蚕舞
棒踊 わしがさき山

真所 安城踊 船は出てゆく

島間

田尾

しんご踊 徳若
安城踊 伊勢音頭
棒踊 浜田 ヤートセー（八兵衛口説）
盆踊

仲之町

ヤートセー（伝七口説）
甚平口説 ナギナタ踊（おつや口説）
オガ踊 蚕舞

上方 弁慶踊 仏舞
ナギナタ踊（団七口説） 蟹舞

小平山
安城踊 味噌すり舞
棒踊
たんばら

◆連絡先◆　役場教育委員会社会教育課文化係
　　　　　　　　　　☎ 26-1111（内線 272）
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今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
切
磋
琢
磨
」

第第
1717
回
種
子
島
中
央
高
校
体
育
祭

回
種
子
島
中
央
高
校
体
育
祭

　

９
月
７
日
（
土
）、
種
子
島
中
央
高

校
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
な
ど
が
応
援
に
駆
け
付
け
、

頑
張
る
生
徒
の
姿
に
声
援
を
送
り
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
の
若
い
力
が
随
所

に
見
ら
れ
る
力
強
い
体
育
祭
で
し
た
。

色別対抗リレー色別対抗リレー

第第
3131
回
南
種
子
中
学
校
体
育
祭

回
南
種
子
中
学
校
体
育
祭

　

９
月
15
日
（
日
）、
南
種
子
中
学
校

体
育
祭
が
「
正
々
堂
々
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
良
い
天

気
と
な
り
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ま
な
ど
多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、

競
技
や
応
援
団
な
ど
、
練
習
を
重
ね

全
力
を
出
し
き
っ
た
生
徒
の
姿
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
声
援
と
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
青
組
が
総
合
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

生徒会種目「TSUNAHIKI」生徒会種目「TSUNAHIKI」

応援の部で優勝した青組応援の部で優勝した青組

むかでリレーむかでリレー赤組 応援団赤組 応援団

第第
7676
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

９
月
14
日
（
土
）
か
ら
16
日
（
月
）

ま
で
の
３
日
間
、
県
内
各
地
の
会
場

に
お
い
て
、
第
76
回
県
民
ス
ポ
―
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
テ
ニ
ス
競
技
女
子

に
７
人
、
陸
上
競
技
に
４
人
、
ゴ
ル

フ
競
技
に
３
人
の
選
手
が
、
熊
毛
地

区
代
表
と
し
て
参
加
し
、
健
闘
し
ま

し
た
。

9/2（月）　県民スポーツ大会熊毛地区大会優勝者へ報奨金を支
給するとともに、県民スポーツ大会への参加者を激励しました。

～ス ポ ー ツ の 秋～

足並みそろえて（Last Stage）足並みそろえて（Last Stage）
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　８月 25 日（日）日置市において、こけけ旗争
奪第 24 回南九州小学生ソフトボール選手権大会
が開催され、本町の春陽ソフトボールスポーツ
少年団が第３位という優秀な成績を収めました。
　南九州各地区の予選を勝ち抜いた小学生の選
抜 24 チームが熱戦を繰り広げる中、予選を勝ち
抜き決勝トーナメントへ進出。準決勝まで進み
見事３位入賞を果たしました。
　今後の更なる活躍を期待しています。

こけけ旗争奪ソフトボール選手権大会こけけ旗争奪ソフトボール選手権大会
　毎年 9 月は「発達障害福祉月間」です。9 月
6 日（金）南種子町手をつなぐ育成会が主催す
る「発達障害福祉月間に伴うキャラバン広報」
が開催されました。手をつなぐ育成会や民生委
員・児童委員、障害者支援センターこすもの職
員と利用者の方々、熊毛支庁の職員など約 40
人の方々が参加し、上中校区を歩いて、ビラを
配り、他の校区では広報車による広報活動を行
いました。町民の方々へ障害を持った方々に対
する理解が深まることを願っております。

発達障害福祉月間に伴うキャラバン広報発達障害福祉月間に伴うキャラバン広報

　8 月 19 日（月）～ 23 日（金）の５日間、長崎
県壱岐市において、第 15 回全国離島交流中学生
野球大会（離島甲子園）が開催されました。
　本町からは、南種子中学校野球部が中種子中学
校野球部と合同チームを結成し参加しました。初
戦を開催地の壱岐市選抜チームと対戦しました
が、健闘及ばず敗退しました。
　この大会では、地理的環境から島外との交流機
会の少ない全国の離島中学生が一堂に会し、野球
を通じて交流を深めました。

離島甲子園出場離島甲子園出場
〈中種子中学校野球部との合同チーム〉〈中種子中学校野球部との合同チーム〉

～ス ポ ー ツ の 秋～
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InformationInformation
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県

「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県

議
会
（
熊
毛
地
域
）」

議
会
（
熊
毛
地
域
）」

の
開
催
に
つ
い
て

の
開
催
に
つ
い
て

　
鹿
児
島
県
議
会
で
は
、
県

議
会
議
員
が
地
域
に
出
向

き
、
県
民
の
方
々
と
諸
課
題

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
う
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県

議
会
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　
11
月
16
日
（
土
）

　
　
午
後
０
時
30
分
～

　
　
午
後
２
時
30
分

◆
場
所

　
西
之
表
市
民
会
館

  （
西
之
表
市
西
之
表
７
６
０
０
）

◆
対
象

　
熊
毛
地
域
（
西
之
表
市
・

　
中
種
子
町
・
南
種
子
町
・

　

屋
久
島
町
）
に
お
住
い

　
の
県
民
の
方
々
な
ど

◆
内
容
（
テ
ー
マ
）

　
「
あ
な
た
の
考
え
る
熊
毛

　
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
」

◎
問
＝
鹿
児
島
県
議
会
事
務

局
総
務
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
０
１
３

骨
髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー

骨
髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー

登
録
の
お
願
い

登
録
の
お
願
い

　
「
骨
髄
」
と
は
骨
の
内
部

に
あ
る
、
血
液
を
作
る
組
織

で
す
。
白
血
病
や
再
生
不
良

性
貧
血
な
ど
の
難
病
の
患
者

さ
ん
に
対
し
、健
康
な
人（
ド

ナ
ー
）の
骨
髄
液
を
採
取
し
、

投
与
（
移
植
）
す
る
こ
と
で

治
療
を
行
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
骨
髄
に
は

血
液
型
と
同
じ
よ
う
に
型
が

あ
り
、
同
じ
型
で
な
い
と
移

植
は
で
き
ま
せ
ん
。
型
が
一

致
す
る
確
率
は
非
血
縁
者
で

は
数
百
か
ら
数
万
分
の
１
と

と
て
も
低
い
た
め
、
多
く
の

人
に
ド
ナ
ー
登
録
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
ド
ナ
ー
登
録
対
象
者　

・
年
齢　
18
～
54
歳

・
体
重   

男
性
45
㎏
以
上

　
　
　

  

女
性
40
㎏
以
上

・
健
康
状
態
が
良
好
な
方

◆
ド
ナ
ー
登
録
の
な
が
れ

　

保
健
所
に
て
ド
ナ
ー
登
録

に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受

け
、
理
解
・
同
意
し
て
い
た

だ
け
た
ら
登
録
申
込
書
に
記

入
し
、
採
血
（
約
２
㎖
）
を

行
い
ま
す
。（
約
15
分
程
度
）

※
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
後

で
も
、
日
程
調
整
の
段
階
で

は
提
供
意
思
の
確
認
が
行
わ

れ
、
撤
回
も
可
能
で
す
。

※
ド
ナ
ー
登
録
は
無
料
で
す
。

◎
問
＝
西
之
表
保
健
所
衛
生
・

環
境
係
☎
㉒
０
０
３
２

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

改
正
さ
れ
ま
す

　
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、

令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら

時
間
額
「
９
５
３
円
」
に

改
正
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
最
低

賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
特
定
の
産
業
の
労

働
者
と
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
は
、
高
い
方
の
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
鹿
児
島
労
働

局
賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
（
２
１
４
）
９
１
７
５

県
民
手
帳
の
販
売
に
つ

県
民
手
帳
の
販
売
に
つ

い
て
い
て

　

鹿
児
島
県
統
計
協
会
で

は
、
１
９
５
８
年
（
昭
和
33

年
）
の
創
刊
か
ら
、
長
年
県

民
の
皆
さ
ま
に
愛
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
鹿
児
島
県
民

手
帳
の
「
２
０
２
５
（
令
和

７
）年
版
」を
10
月
18
日（
金
）

か
ら
販
売
し
ま
す
。

◆
手
帳
の
内
容

・
最
新
の
統
計
デ
ー
タ
を

使
っ
た
鹿
児
島
の
情
報
が

満
載

・「
か
ご
し
ま
の
風
景
」
月

扉
に
県
内
各
地
の
景
勝
地

を
写
真
付
き
で
紹
介

・
県
内
９
施
設
割
引
パ
ス

ポ
ー
ト
付
き

　

価
格
は
６
６
０
円
（
税

込
）。
県
内
の
コ
ン
ビ
ニ
、

書
店
・
文
房
具
店
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

◎
問
＝
県
統
計
協
会
☎
０
９
９

（
２
８
６
）
２
４
７
３

役
場
総
務
課
戸
籍
住
民
係

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

鹿児島県
HP
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令
和
６
年
４
月
１
日
か

令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
相
続
登
記
の
申
請
が

ら
相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
、相
続
に
よ
り
不
動
産
（
土

地・建
物
）を
取
得
相
続
人
は
、

そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
相
続
登
記
を
申

請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
正

当
な
理
由
が
な
い
の
に
相
続

登
記
を
し
な
い
場
合
、
10
万

円
以
下
の
過
料
が
課
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
１

日
よ
り
前
に
相
続
し
た
不
動

産
も
、
相
続
登
記
が
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
、
義
務
化
の

対
象
と
な
り
ま
す
（
３
年
間

の
猶
予
期
間
が
あ
り
ま
す
。）

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
法
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
種

子
島
出
張
所
☎
㉒
０
６
６
８

建
設
業
の
退
職
金
な
ら
、

建
設
業
の
退
職
金
な
ら
、

建
退
共
制
度
！

建
退
共
制
度
！

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現

場
で
働
く
労
働
者
の
た
め

に
、
国
が
作
っ
た
退
職
金
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
事

業
主
の
方
々
が
、
建
設
現
場

で
働
く
労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
、
掛
金
を
充
当

し
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
全

体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

退
職
金
は
国
が
定
め
た
基
準

に
よ
り
計
算
し
て
、
確
実
に

支
払
わ
れ
る
た
め
安
心
・
安

全
で
す
。

　
詳
し
く
は
建
退
共
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
建
退
共
鹿
児
島
県
支
部

（
鹿
児
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
９
２
１
６

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」
と
「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が
、
全

国
で
２
種
類
同
時
発
売
中
で

す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は

Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
か
ら
も
ネ
ッ

ト
購
入
で
き
ま
す
。

◆
販
売
期
間

　
９
月
17
日
（
火
）
か
ら

　
10
月
17
日
（
木
）
ま
で

◆
販
売
価
格

　
各
１
枚
３
０
０
円

◆
当
せ
ん
金

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

・
１
等　
３
億
円
×
12
本

・
前
後
賞
各

　
　
　

  

１
億
円
×
24
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

　
３
６
０
億
円
・
12
ユ
ニ
ッ

　
ト
の
場
合

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

・
１
等　
３
千
万
円
×
50
本

・
前
後
賞
各　

　
　
１
千
万
円
×
１
０
０
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

　
１
５
０
億
円
・
５
ユ
ニ
ッ

　
ト
の
場
合

◆
抽
せ
ん
日

　
10
月
25
日
（
金
）

◎
問
＝
（
公
財
）
鹿
児
島
県

市
町
村
振
興
協
会

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
０
０
１

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
な
ど
が
発
売
中

宝
く
じ
な
ど
が
発
売
中 建退協

HP

▼
課
長
補
佐
級

　
【　

】
は
旧
職
名

日
髙　

一
幸

総
務
課
行
財
政
改
革
担
当

補
佐
兼
会
計
課
長
補
佐
兼

総
務
課
財
政
係
長

【
総
務
課
行
財
政
改
革
担

当
補
佐
兼
財
政
係
長
】

人
事
異
動（
８
月
27
日
付
）

令
和
６
年
度　

南
種
子
町

　
　
ふ
る
さ
と
祭

◆
開
催
日

○
11
月
２
日
（
土
）

　

展
示
・
舞
台
発
表

○
11
月
３
日
（
日
）

　

式
典
・
郷
土
芸
能
・

　

農
林
水
産
物
即
売

　

な
ど

法務省
HP



種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
プ
レ
ス
発
表
会

を
東
京
で
開
催

　

８
月
末
「
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
ラ
イ

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
」
の
プ

レ
ス
発
表
会
を
東
京
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
11
月
１
日
か
ら
12
月
８
日
の
週

末
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
国
内
外
か
ら
16
組
（
海
外
５
組
、

国
内
11
組
）
合
計
23
点
の
作
品
を
展
示

す
る
予
定
で
す
。

【
第
一
部
】
イ
ベ
ン
ト
概
要
説
明
を
小
早

(

事
務
局
長)

が
行
い
、
小
園
町
長
が
リ

モ
ー
ト
で
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

【
第
二
部
】
千
田
氏
、
小
阪
氏
、
そ
し
て

フ
ラ
ン
ス
か
ら
参
加
のA

ilo atelier

（
ア
イ
ロ
ア
ト
リ
エ
）
氏
の
３
組
が
登
壇

し
、
イ
ベ
ン
ト
や
作
品
に
込
め
た
思
い

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

【
第
三
部
】
会
場
で
は
小
阪
氏
の
作
品
を

展
示
し
、
来
場
者
に
は
宇
宙
芸
術
祭
を

体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
レ
ス
発
表
会
の
内
容
は
、

「
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
」
お
よ
び

「
デ
ザ
イ
ン
情
報
サ
イ
ト
Ｊ
Ｄ
Ｎ
」
で
掲

載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
も
種
子
島
を
彩
る
種
子
島
宇
宙
芸

術
祭
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「
Ｓ
Ａ
Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
（
サ
ッ
ト
ク
ル
ー
）」

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

今
月
か
ら
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
日
も
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
で
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
参
加
方
法
】

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
『
Ｓ
Ａ

Ｔ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ｗ
（
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）』
よ
り
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

宇宙ビジネス宇宙ビジネス
ＭＥＤＩＡＭＥＤＩＡ

デザイン情報デザイン情報
サイトＪＤサイトＪＤＮＮ

◆◆  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座
◆

　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座
◆

　

認
知
症
は
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
脳
の
病
気
で
す
。
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
65
歳
以
下
の
方

も
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
記
憶
障
害
や
理
解
・

判
断
力
の
低
下
な
ど
様
々
な
症
状

が
出
て
き
ま
す
が
、
周
囲
の
理
解

と
支
援
が
あ
れ
ば
穏
や
か
に
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
の
応
援
者
と
な
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
す

る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見

を
も
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家
族

に
対
し
て
温
か
い
気
持
ち
で
接
す

る
こ
と
が
役
割
で
す
。
南
種
子
町

に
多
く
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

誕
生
す
る
こ
と
は
、
い
つ
ま
で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
り
ま

す
。

　

養
成
講
座
で
は
認
知
症
の
基
礎

的
知
識
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
な
ど
を
通

じ
て
、
認
知
症
に
関
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
学
生

や
中
学
生
向
け
の
講
座
も
開
催
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

〈認知症サポーターカード〉

LINE オープンチャットLINE オープンチャット
「SAT Crew」「SAT Crew」
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鹿
児
島
県
で
は
、
毎
年
11
月
１
日

～
７
日
の
期
間
を
「
地
域
が
育
む

『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
は
、
多
く
の
県
民
が
学

校
の
行
事
に
参
加
し
て
、
学
校
や
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
「
か
ご
し
ま

の
教
育
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
保
護
者
に
限
ら
ず
地
域
の
方
々
も

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
を
参
観
で

き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
学
校
で
子
ど
も
た
ち
の
輝

く
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の

地
域
が
育
む
「
か
ご
し
ま
の

教
育
」
県
民
週
間

教
育
」
県
民
週
間

実
施
実
施
予
定
行
事

予
定
行
事

●
平
山
小
学
校
（
☎
㉖
７
０
０
１
）

・
老
人
会
と
の
交
流
活
動
・
交
流
給
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
11
月
５
日
）

・
地
域
合
同
避
難
訓
練　
（
11
月
５
日
）

・
第
２
回
学
校
評
議
員
会
（
11
月
５
日
）

・
校
内
す
も
う
大
会　

   （
11
月
７
日
）

・
学
習
発
表
会　
　
（
11
月
9
日
）

・
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
９
日
）

・
い
つ
で
も
参
観

  （
11
月
１
日
・
５
～
７
日
）

●
茎
南
小
学
校
（
☎
㉖
７
６
３
１
）

・
学
校
自
由
参
観

  　
　
　
　
（
11
月
１
日
・
５
～
７
日
）

・
昔
の
遊
び
（
１
～
３
年
）・
し
め
縄

作
り
（
４
～
６
年
）　
（
11
月
９
日
）

●
花
峰
小
学
校
（
☎
㉖
６
４
３
０
）

・
創
立
１
４
５
周
年
記
念
集
会
・
記
念

学
習
発
表
会　
　

       （
10
月
28
日
）

・
花
峰
の
教
育
週
間
・
自
由
参
観

　
　
　
　
　
　
　

 

（
11
月
５
～
７
日
）

●
西
野
小
学
校
（
☎
㉖
６
２
５
５
）

・
学
校
自
由
参
観
日
（
11
月
５
～
６
日
）

・
心
の
教
育
の
日
（
全
学
年
道
徳
授

業
参
観
）　　
　
　
　
（
11
月
５
日
）

・
学
校
評
議
員
会
・
民
生
委
員
会　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
５
日
）

・
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典
・

　

校
内
す
も
う
大
会　
　
　
　
　
　
　

※
西
野
小
学
校
区
在
住
の
方
対
象　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
30
日
）

●
大
川
小
学
校
（
☎
㉖
０
５
５
６
）

・
第
２
回
学
校
評
議
員
会
・
給
食
試
食
会

　
　
　
　
　
　
　

  　
（
11
月
７
日
）

・
授
業
参
観
（
道
徳
） 　
（
11
月
７
日
）

・
防
災
教
室　
　
　

   　
（
11
月
７
日
）

・
学
習
発
表
会　
　
　
　
（
11
月
９
日
）

●
島
間
小
学
校
（
☎
㉖
４
３
１
７
）

・
学
校
フ
リ
ー
参
観 （
11
月
５
～
７
日
）

・
読
書
ま
つ
り　
　
　

   （
11
月
５
日
）

・
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

　
　
　
　
　
　

  （
11
月
５
日
・
６
日
）

・
学
校
評
価
者
委
員
会
・
給
食
試
食
会

（
11
月
７
日
）

・
ア
ル
バ
ム
・
卒
業
文
集
展
示　
　
　

（
11
月
１
～
７
日
）

●
長
谷
小
学
校
（
☎
㉖
０
２
８
０
）

・
学
校
参
観
日

　
　
　

  　
（
11
月
１
日
・
５
～
７
日
）

・
学
校
評
議
員
会　
　

   （
11
月
６
日
）

・
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
11
月
６
日
）

・
長
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
11
月
９
日
）

●
中
平
小
学
校
（
☎
㉖
０
２
９
１
）

・
学
校
自
由
参
観

　
　
　

     （
11
月
１
日
・
５
～
７
日
）

・
学
習
成
果
発
表
日
（
昔
遊
び
大
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
11
月
５
日
）

・
学
校
評
議
員
会　
　

   （
11
月
６
日
）

●
南
種
子
中
学
校
（
☎
㉖
２
３
５
５
）

・
学
習
発
表
会　
　
　
（
10
月
25
日
）

・
町
音
楽
発
表
会　
　
（
11
月
１
日
）

・
学
校
へ
お
じ
ゃ
り
申
せ
週
間

　
　
　
（
10
月
25
日
～
11
月
１
日
）

・
農
業
体
験
学
習　
　
（
11
月
９
日
）

※
各
行
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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夏
休
み
特
別
イ
ベ
ン
ト

『
水
ロ
ケ
ッ
ト

夏
休
み
特
別
イ
ベ
ン
ト

『
水
ロ
ケ
ッ
ト

大
会
２
０
２
４
』
リ
ポ
ー
ト

大
会
２
０
２
４
』
リ
ポ
ー
ト

　　

８
月
８
月
2424((

土土))

・・
2525((

日日))

の
２
日
間
、

の
２
日
間
、

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
宇
宙
科
学
技
術

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
宇
宙
科
学
技
術

館
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、

館
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、

竹
崎
芝
生
広
場
で
水
ロ
ケ
ッ
ト
大
会
が

竹
崎
芝
生
広
場
で
水
ロ
ケ
ッ
ト
大
会
が

開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
約

開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
約
5050
人
の
参
加

人
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
宇
宙
科
学
技
術

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
宇
宙
科
学
技
術

館
で
用
意
し
た
水
ロ
ケ
ッ
ト
や
、
参
加

館
で
用
意
し
た
水
ロ
ケ
ッ
ト
や
、
参
加

者
が
持
ち
込
ん
だ
自
作
の
ロ
ケ
ッ
ト
に

者
が
持
ち
込
ん
だ
自
作
の
ロ
ケ
ッ
ト
に

よ
り
、
受
付
順
に
１
回
ず
つ
の
打
上
げ

よ
り
、
受
付
順
に
１
回
ず
つ
の
打
上
げ

を
行
い
、
そ
の
飛
距
離
を
計
測
し
ま
し

を
行
い
、
そ
の
飛
距
離
を
計
測
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
各
自
自
由
に
打
ち
上

た
。
そ
の
後
は
、
各
自
自
由
に
打
ち
上

げ
た
り
、
数
台
で
同
時
に
発
射
し
た
り

げ
た
り
、
数
台
で
同
時
に
発
射
し
た
り

と
、
真
夏
の
青
空
の
も
と
打
上
げ
を
楽

と
、
真
夏
の
青
空
の
も
と
打
上
げ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

し
み
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
愛
知
県
か
ら
家
族
旅
行
中

　
１
日
目
は
愛
知
県
か
ら
家
族
旅
行
中

の
伊
熊
汐
里
さ
ん
（
６
歳
）
が

の
伊
熊
汐
里
さ
ん
（
６
歳
）
が
6868
メ
ー
メ
ー

ト
ル
ト
ル
7272
セ
ン
チ
、
２
日
目
は
島
間
小
学

セ
ン
チ
、
２
日
目
は
島
間
小
学

校
４
年
の
西
田
有
真
さ
ん
が

校
４
年
の
西
田
有
真
さ
ん
が
7070
メ
ー
ト

メ
ー
ト

ル
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

ル
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　
打
ち
上
げ
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
回
収
す
る

　
打
ち
上
げ
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
回
収
す
る

た
め
に
遠
く
ま
で
元
気
に
走
る
光
景
も

た
め
に
遠
く
ま
で
元
気
に
走
る
光
景
も

み
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
遠
く
ま
で

み
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
遠
く
ま
で

ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
す
こ
と
が
難
し
い
こ

ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
す
こ
と
が
難
し
い
こ

と
だ
と
わ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

と
だ
と
わ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
ロ

聞
か
れ
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
ロ

ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま

ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

し
た
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
の

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
に
つ
い
て

　
Ｘ
バ
ン
ド
防
衛
通
信
衛
星
「
き
ら
め

き
３
号
」
を
搭
載
し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

４
号
機
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大

型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
次
の
通
り
打

上
げ
予
定
で
す
。

●
打
上
げ
予
定
日
時

　
10
月
20
日
（
日
）

　
　
午
後
３
時
42
分
～
午
後
５
時
30
分

●
打
上
げ
予
備
期
間

　
10
月
21
日
（
月
）
～
11
月
30
日
（
土
）

ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
時
の
お
願
い

ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
時
の
お
願
い

　　
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
後
に
白
色
粉
の
降

下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
町
の
行

政
防
災
無
線
（
打
上
げ
日
の
前
日
お
よ

び
当
日
）
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

白
色
粉
そ
の
も
の
は
無
害
で
す
。
で
き

る
限
り
、
車
は
車
庫
に
入
れ
、
洗
濯
物

は
屋
内
に
干
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車
や
洗
濯
物

な
ど
に
付
着
し
て
も
水
で
洗
い
流
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
問
題
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
万
一
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
直

後
に
事
故
が
発
生
し
、
衛
星
な
ど
に
搭

載
さ
れ
た
推
進
薬
（
ヒ
ド
ラ
ジ
ン
な
ど
）

が
拡
散
し
た
場
合
に
備
え
て
、
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
念
の
た
め
ご
注
意
い
た

だ
き
た
い
範
囲
と
し
て
、
推
進
薬
の
種

類
や
量
に
応
じ
て
毎
号
機
「
ガ
ス
拡
散

通
報
連
絡
範
囲
」
を
設
定
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
４
号
機
で
は
、
こ
れ

を
射
点
か
ら
半
径
６・９
ｋ
ｍ
ま
で
の
範

囲
に
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て
今
号

機
は
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
の
で
、
改

め
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

　
こ
れ
に
よ
り
、
打
上
げ
時
に
特
別
な

こ
と
を
お
願
い
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
万
一
打
上
げ
直
後
に
事
故

が
発
生
し
巡
回
車
や
行
政
防
災
無
線
な

ど
で
の
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
、
当
該
範

囲
内
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
は
、
安

全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
念
の
た

め
屋
内
・
車
内
に
留
ま
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

 

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
管
理
課

☎
㉖
２
１
１
１

☎
０
７
０
（
３
１
１
７
）
７
１
９
５

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 8 月 28 日現在）

水ロケットの力強い発射

  内側の濃い円：警戒区域（射点から半径 3㎞）
  外側の薄い円：ガス拡散通報連絡範囲（射点から半径 6.9㎞）
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生
活
習
慣
病
管
理
料
に
つ
い
て

生
活
習
慣
病
管
理
料
に
つ
い
て

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

　
　
　
　
　
　
　
医
事
科　
中
村　
靖
江

　
生
活
習
慣
病
は
、
以
前
「
成
人
病
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
主
な
生
活
習
慣
病

の
種
類
は
、
心
疾
患
・
脳
血
管
・
糖
尿
病
・

高
血
圧
な
ど
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾

患
は
、
食
事
・
運
動
・
休
養
・
飲
酒
・
喫

煙
な
ど
が
発
症
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
診
療
報
酬
改
定
に

て
、
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・

脂
質
異
常
症
）
を
主
病
で
通
院
の
患
者
様

に
は
、
こ
れ
ま
で
「
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
」
を
算
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
６

年
６
月
１
日
よ
り「
生
活
習
慣
病
管
理
料
」

を
算
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
医
師
と
看
護
師
が
患
者
様
の

疾
患
に
応
じ
た
療
養
計
画
書
を
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
治
療
・
目
標
な
ど

を
共
有
し
て
良
い
治
療
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
療
養
計
画
書
の
内
容
を
患
者
様
に
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
治
療
へ
の
ご
理
解
を
得

た
上
で
署
名
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、３
ヵ
月
ま
た
は
４
ヵ
月
毎
に
、

療
養
計
画
書
の
治
療
目
標
の
評
価
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
診
療
時
間
が
伸
び
る
こ
と

に
な
り
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
患
者
様
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
生
活
習
慣
病
管
理
料
】

〇
対
象
と
な
る
患
者
様

　
「
糖
尿
病
」「
高
血
圧
症
」「
脂
質
異
常
症
」

　
で
通
院
さ
れ
て
い
る
方

〇
療
養
計
画
書

　
患
者
様
ご
と
に
療
養
計
画
書
を
お
渡
し

　
し
ま
す

※
初
回
の
み
ご
署
名
い
た
だ
き
ま
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【10 月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
7 時 30 分   
　～11 時

小児科 （野田） 鹿大派遣医師

内科 藤原 藤原
（野田）

藤原
（野田）

藤原
（野田）

藤原
（野田）

眼科・
耳鼻咽喉科
消化器内科

鹿大　眼科　 ７日～８日
21日～22 日

○毎週
鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 

カメラ検査整形外科
リウマチ科

精神科

○毎週
整形医師

物忘れ
ストレスケア外来
（第 3 水曜）

中島
10 日

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 （野田） 鹿大派遣医師

内科 藤原
（野田）

藤原
（野田）

藤原
（野田）

藤原
（野田） 藤原

眼科・
耳鼻咽喉科
消化器内科

鹿大　眼科 ７日～ 8 日
21日～22 日

〇毎週
鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 

カメラ検査整形外科
リウマチ科

精神科

物忘れ
ストレスケア外来
（第 3 水曜）

中島
10 日

午  前

午  後

火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。

※野田先生の診療日：9/30（月）午後～10/4（金）午前、10/21（月）午後～10/25（金）午前 
※藤原先生：第 2 第 4 金曜日不在　　※ 10/6（日）は当番医
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
状
況

に
つ
い
て

　
現
在
、
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

電
気
系
統
の
不
具
合
で
電
気
設
備
が
使

用
で
き
ま
せ
ん
。復
旧
す
る
ま
で
の
間
、

無
料
で
施
設
の
一
部
を
開
放
し
て
お
り

ま
す
。
10
月
11
日
を
め
ど
に
復
旧
作
業

を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
臨
時
連
絡
先
】

☎
㉖
７
７
４
４

　
毎
年
好
評
の
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
ク
イ
ズ
、仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
、

ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
楽
し
い
企
画
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
今
月
の
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】　
10
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
５
時
～
午
後
７
時

【
場　

所
】　
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
参
加
料
】　
無
料

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

巡
視
船
「
た
か
ち
ほ
」

　
　
　
　
　
　
　
体
験
航
海
開
催
！

　
８
月
24
日
（
土
）
巡
視
船
「
た
か

ち
ほ
」
に
よ
る
体
験
航
海
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
、南
種
子
町
、

中
種
子
町
、
両
町
の
く
ら
し
・
し
ご

と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
子
ど
も
の

学
習
・
生
活
支
援
事
業
）
が
主
催
し

種
子
島
海
上
保
安
署
の
協
力
の
も
と

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
対
象
は
小
学
１
年
～
６
年
。

両
町
で
１
０
０
人
の
募
集
に
対
し
て

多
数
の
応
募
が
あ
り
抽
選
に
て
選
ば

れ
た
児
童
の
皆
さ
ん
が
保
護
者
同
伴

に
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
心
配
し
て
い
た
台
風
の

影
響
も
ほ
と
ん
ど
な
く
晴
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
午
前
、午
後
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
程
度
、
島
間
港
近

海
を
体
験
航
海
し
ま
し
た
。

　
船
内
に
て
海
上
保
安
署
の
方
の
話

を
聞
い
た
り
、
甲
板
に
出
て
種
子
島

の
き
れ
い
な
海
の
潮
風
を
満
喫
す
る

な
ど
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
事
故
も
な
く
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
種
子
島
海
上
保
安
署
の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
ヒ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ
イ
ト
」

　
　
　
　
　
今
年
も
開
催

〈昨年のヒロウィン・ナイトミュージアムの様子〉

町 HP
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納
め
忘
れ
に
注
意
を

納
め
忘
れ
に
注
意
を
!!!!

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
方
に
対
し
て
、
電
話
・
書
面
・

面
談
に
よ
り
早
期
納
付
の
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
し
た
場
合
、

納
付
を
催
促
す
る
文
書
（
督
促
状
）

を
送
付
し
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま

で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞

金
を
課
す
だ
け
で
は
な
く
、
納
付

義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押

さ
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
納
付
猶
予
や
免
除
な
ど
の
制

度
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
早
め
に
相
談
・
申
請
す
る
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
２
５
）
５
３
１
１

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
「
２
」
↓
「
２
」）

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
に
つ
い
て
の
移
動
巡
回
相
談

を
開
催
し
ま
す
。

　

年
金
の
請
求
や
将
来
の
受
給

額
、
記
録
の
確
認
や
修
正
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
全
て
の
こ
と
に
つ

い
て
、
専
門
職
員
に
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
事
前
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容

に
よ
っ
て
は
必
要
書
類
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時　
11
月
６
日
（
水
）

■ 

時
間　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

■ 

場
所　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
１
階
東
側
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
福
祉
年
金
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

年
金
だ

役
場
福
祉
事
務
所

役
場
福
祉
事
務
所  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～
　 

☎
㉖
６
６
９
０

★
２
０
２
４　

読
書
週
間

★
２
０
２
４　

読
書
週
間

「
こ
の
一
行
に

　　　　　　　　
逢
い
に
き
た
」

　
10
月
27
日（
日
）か
ら
、11
月
９
日（
土
）

ま
で
の
約
２
週
間
は「
読
書
週
間
」で
す
。

　

読
書
を
し
て
い
る
と
、「
こ
れ
は
！
」

と
感
じ
る
一
行
と
出
逢
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
胸
に
刺
さ
る
、
心
を
震
わ
す
、
目

か
ら
う
ろ
こ
が
お
ち
る
・
・
・
あ
な
た

の
人
生
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
一
行
と
の
出
逢
い
。

　

図
書
館
に
は
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
探
し
に
来
て

く
だ
さ
い
。

★
話
題
の
あ
の
本
、

★
話
題
の
あ
の
本
、

　
　
　
　

借
り
ら
れ
ま
す
！

　
　
　
　

借
り
ら
れ
ま
す
！

　
町
立
図
書
館
で
は
、「
直
木
賞
」
や
「
芥

川
賞
」、「
本
屋
大
賞
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
学
賞
に
関
す
る
作
品
を
、
積
極

的
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

●
２
０
２
４
年
本
屋
大
賞

　
『
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
』

　
（
宮
島
未
奈
）

　
『
レ
ー
エ
ン
デ
国
物
語
』

　
（
多
崎
礼
）

　
『
放
課
後
ミ
ス
テ
リ
ク
ラ
ブ
』

　
（
知
念
実
希
人
）

●
第
１
７
０
回
直
木
賞
受
賞

　
『
と
も
ぐ
い
』

　
（
河
崎
秋
子
）

　
『
八
月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
』

　
（
万
城
目
学
）

●
第
１
６
９
回
芥
川
賞
受
賞

　
『
ハ
ン
チ
バ
ッ
ク
』

　
（
市
川
沙
央
）

年
金
相
談
の
日

年
金
相
談
の
日

23　広報みなみたね　2024 年 10 月号



広報みなみたね　2024 年 10 月号　24

　
「
い
も
ん
せ
ん
」
と
は
サ
ツ

マ
イ
モ
か
ら
作
ら
れ
る
デ
ン
プ

ン
粉
の
こ
と
で
す
。
サ
ツ
マ
イ

モ
の
こ
と
を
「
か
ら
い
も
」
と

呼
ぶ
こ
と
か
ら
「
か
ら
い
も

せ
ん
」
と
も
言
い
ま
す
。
調
理

方
法
は
、
い
も
ん
せ
ん
を
水
で

溶
き
、
油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ

ン
に
入
れ
て
火
を
加
え
な
が
ら

混
ぜ
ま
す
。
初
め
は
白
濁
し
て

い
た
も
の
が
、
熱
が
加
わ
る
に

つ
れ
て
透
明
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
両
面
を
焼
く
こ
と
で
、
表

面
は
カ
リ
カ
リ
、
中
は
も
っ
ち

り
と
し
た
食
感
に
な
り
ま
す
。

生
姜
醤
油
や
ピ
ー
ナ
ツ
醤
油
、

お
や
つ
の
と
き
は
黒
砂
糖
や
き

な
粉
を
か
け
て
食
べ
ま
す
。
煮

し
め
の
具
材
と
し
て
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
17
世
紀
後
半
、
日
本
各
地
は

食
糧
飢
饉
に
襲
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
十
九
代
島
主
で
あ
っ
た
種

子
島
久
基
（
栖
林
公
）
は
、
試

行
錯
誤
の
末
、
日
本
で
初
め
て

甘
藷
の
栽
培
に
成
功
。
人
々
を

飢
饉
か
ら
救
い
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
西
之
表
市
役
所
近

く
に
あ
る
種
子
島
久
基
を
祀
っ

た
栖
林
（
せ
い
り
ん
）
神
社
は
、

別
名
「
か
ら
い
も
神
社
」
と
よ

ば
れ
て
い
ま
す
。

い
も
ん
せ
ん

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

小
こ わ き

脇　風
ふ う ね

音ちゃん
令和２年９月２２日生まれ
義幸さん・愛子さんの女の子（西之）

天真爛漫、お調子者でみんなの人気者♡マイ
ブームは変顔と小島よしおのモノマネ（笑）
いつもふうちゃんの周りは笑顔と元気でいっぱ
いです♪これからもふうちゃんパワー全開で大
きくなっていってね♥

ご家族からひとこと

坂
さかぐち

口　稜
りょうか

夏ちゃん
令和２年７月１２日生まれ
仁志さん・奈名実さんの女の子（上中）

とってもひょうきんで明るいりょうか。

兄姉にもかわいがられて、兄妹一番のわがまま

娘です。将来の夢は、お母さん。このまま自由に、

明るく元気にすくすく育ってね。

　

～
南
種
子
町
の
郷
土
料
理
～

　

令
和
６
年
度
は
、
南
種
子
の

郷
土
料
理
を
紹
介
し
ま
す

い
も
ん
せ
ん
▶

栖
林
神
社
▼
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

﨑
田　
洋
子
（
夫
・
末
信
）

稲
川　
正
浩
（
母
・
タ
ヱ
子
）

篠
山　
弘
美
（
夫
・
義
則
）

三
山　
あ
つ
子
（
夫
・
吉
成
）

岩
崎　
一
美
（
父
・
伊
藤
敏
夫
）

鮫
島　
宗
政
（
父
・
宗
光
）

河
野　
惠
美
子（
兄・久
木
留
和
男
）

（　）は前月比

人の動き　8月31日現在
総人口（ 人 ） 5,243（－ 9）

男（ 人 ） 2,631（－ 9）
女（ 人 ） 2,612（± 0）

世帯数（ 戸 ） 2,895（－ 3）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

８月 1 件 36 件
累 計 5 件 238 件

※累計は令和 6 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所
2 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係 19 土 青少年育成の日
6 日 マイナンバーカード臨時窓口  8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係

20 日
家庭の日

9 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係 H3ロケット4号機打上げ 15：42～17：30　種子島宇宙センター
10 木 特設人権相談・行政相談 10：00～15：00　研修センター2階東側会議室 23 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係
13 日 第68回町民大運動会  8：30～　前之峯陸上競技場 27 日 ヒロウィン・ナイトミュージアム 17：00～19：00　広田遺跡ミュージアム
16 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係

30 水
マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係

17 木 町小学校陸上記録会  9：10～　前之峯陸上競技場 町長学校視察及び児童と語
る会 平山小学校・島間小学校

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　9月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 1（－ 1） 0（± 0） 1（－ 1）
中種子町 6（＋ 4） 1（＋ 1） 5（＋ 3）
西之表市 5（＋ 1） 0（± 0） 5（＋ 2）

計 12（＋ 5） 1（＋ 1）11（＋ 4）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
8
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
8
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話
6 公立種子島病院 南種子町 26-1230

13 種子島医療センター 西之表市 22-0960
14 田上診療所 中種子町 27-0325
20 種子島医療センター 西之表市 22-0960
27 百合砂診療所 西之表市 28-3901

10 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

森
越　
フ
ク
ヱ　
　

100　
　
　
西
之

三
山　
吉
成　
　
　
73　
　
　
西
之

篠
山　
義
則　
　
　
68　
　
　
西
之

竹
生　
政
美　
　
　
90　
　
　
長
谷

田
畑　
タ
ツ
エ　
　
90　
　
　
茎
永

稲
川　
タ
ヱ
子　
　
84　
　
　
島
間

久
木
留　
和
男　
　
88　
　
　
西
之

竹
原　
昭
一　
　
　
67　
　
　
茎
永

河
野　
泰
子　
　
　
78　
　
　
上
中

鮫
島　
宗
光　
　
　
96　
　
　
西
之

田
添　
ハ
ツ
ヱ　
　
97　
　
　
上
中

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店
6 （有）船川石油店　南種子給油所
13 （有）永松産業　南種子給油所
20 （株）GLOBAL THINK南種子給油センター
27 種子島石油（株）　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

10
月
31
日
（
木
）
は

・
町
県
民
税
第
３
期

・
固
定
資
産
税
第
３
期

・
介
護
保
険
料
第
４
期

・
後
期
高
齢
者
医
療

　
保
険
料
第
４
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

　

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

日ひ
だ
か髙　
和か
ず
ね音　
　
（
真
人
・
由
依
）　　
上
中

小こ
わ
き脇　
彩い
ろ
は晴　
　
（
康
博
・
望
美
）　　
上
中

園そ
の
だ田　
倖ゆ

な梛　
　
（
和
孝
・
澪
奈
）　　
茎
永

う
ぶ
ご
え

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

河
野　
敎
子　
　
　
93　
　
　
上
中

久
保
田　
健
一
郎　
92　
　
　
島
間



発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 情

報
政

策
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/

み
な
み
た
ね

み
な
み
た
ね

広
報
広
報

1010

広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課情報政策係まで。☎ ㉖１１１１

広報みなみたねに
有料広告を

掲載しませんか？
■広告月額
　１枠　10,000 円
■掲載場所
　広報紙裏表紙の
　カラーページ
■掲載サイズ
　縦 12.5cm ×横 5.5cm
※このお知らせの枠が１枠
　の実寸になります。
■申込締め切り
　掲載号の前月５日まで

　詳しくは、役場企画課企画
開発係までお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ先
　役場企画課　企画開発係
　☎㉖１１１１（内線１７１）

　

９
月
７
日
（
土
）
か
ら
９
日
（
月
）

ま
で
の
３
日
間
、
元
宇
宙
留
学
生

の
加
納
直
樹
さ
ん
が
、
新
婚
旅
行

で
種
子
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
か
ら
15
年
前
、
大
阪
府
出
身

の
加
納
さ
ん
は
、
小
学
３
年
生
で

宇
宙
留
学
生
と
し
て
南
種
子
町
を

訪
れ
ま
し
た
。
里
親
は
西
之
野
尻

の
小

静
巳
さ
ん
で
、
怒
ら
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
本
当
の
子

ど
も
の
よ
う
に
接
し
て
も
ら
っ
た

と
の
こ
と
。
加
納
さ
ん
に
と
っ
て

南
種
子
町
で
過
ご
し
た
１
年
間
は
、

と
て
も
大
切
な
、
今
の
自
分
に

と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
１
年

間
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
思

い
出
の
地
を
妻
の
李
彩
さ
ん
に
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
ま
た
、
お

世
話
に
な
っ
た
小

さ
ん
に
も
紹

介
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
今
回

連
れ
て
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
小

脇
さ
ん
も
成
長
し
た
加
納
さ
ん
と

の
再
会
に
、
と
て
も
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

元
宇
宙
留
学
生
が
新
婚
旅
行
で
南
種
子
町
に
里
帰
り〈妻の李彩さんと思い出の西野小学校を訪問〉校舎は新しくなって

いましたが、いろんなところに面影が感じらたとのことでした。

日日髙髙社社会会保保険険労労務務士士事事務務所所

社会保険労務士

日日髙髙泰泰治治

人に 会社に 正直な

社会保険労務士
労災保険・雇用保険
健康保険・年金
人事労務管理

就業規則・規定の見直し

何か、お困りはありませんか？

今すぐ、お電話！

住所；鹿児島市住吉町
連絡先；

；
ホームページ；

サイト、開設！）

「種子島弁で、語ろうやあ～」

（南種子町西之出身）

〈里親の小　静巳さん宅で歓迎会〉
思い出話に花が咲きました。

第
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期
生
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